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伊能忠敬と西大寺について

伊能忠敬と西大寺の繋がりについては、西大寺愛郷会の元副会長であった
青江文次氏が当会発行書籍に次の記事を遺しています。

西大寺第11号(昭和61年2月発行)に「伊能忠敬－西大寺での仕事－」右上

西大寺物語(平成12年3月発行)に「“推歩先生“海岸を測量」右下

青江氏は千葉県佐原市にある伊能忠敬記念館に赴き、測量日記(沿海日記
とも)の西大寺関係部分を書写して記事にしたと記されています。このご
苦労、ご努力に敬意を表します。

共に、伊能忠敬第五次測量時のことを述べています。この記事を基に調査
を進めていたところ、伊能忠敬測量隊は西大寺を二度訪れていたというこ
とが判りました。

以下に、伊能忠敬の足跡について述べてみたいと思います。

その前に、伊能忠敬はどんな人だったのかから話を進めます。



伊能忠敬ってどんな人？

延享(えんきょう)2年1月11日（1745年2月11日） - 文化15年4月
13日（1818年5月17日））は、江戸時代の商人、天文学者・地
理学者・測量家である。通称は三郎右衛門、勘解由（かげゆ）。
字は子斉（しせい）、号は東河（とうが）。
寛政12年（1800年）５６歳から文化13年（1816年）まで、17年
をかけて日本全国を測量して文政4年（1821年）に『大日本沿
海輿地全図』を完成させ、国土の正確な姿を明らかにしまし
た。
今年が『大日本沿海輿地全図』完成、200年に当たります。



伊能忠敬の年表（1）
和暦 西暦 歳 内容

延享2年 1745年 0 2月11日上総国山辺郡小関村の名主・五郎左衛門家で生まれる。

宝暦元年 1751年 6 母(ミネ)が亡くなり、婿養子だった父は実家の武射郡小堤村の神保家に戻る。

宝暦5年 1755年 10 実家の神保家に戻っていた父の元に引き取られる。

宝暦12年 1762年 18 下総国香取郡佐原村の酒造業を営む伊能家に婿養子に入る。妻はミチ。

明和6年 1769年 24 佐原の祭礼で紛争

安永元年 1772年 27 佐原村河岸一件が起こる

安永7年 1778年 33 ミチと松島へ旅行に行き、『奥州紀行』を記す

天明元年 1781年 36 佐原村本宿組名主となる。

天明3年 1783年 38 天明の大飢饉では、私財をなげうって地域の窮民を救済する。 苗字帯刀を許される。

天明4年 1784年 39 ミチ死去。本宿組名主をやめ村方後見となる

寛政2年 1791年 45 内縁の妻、妙諦死去、仙台藩医桑原隆朝の娘ノブ(信)を妻とする。

寛政3年 1790年 46 家訓書を書く

寛政5年 1793年 48 関西へ旅行し『旅行記』を記す

寛政6年 1794年 49 家督を長男景敬に譲り、隠居し勘解由と名乗る

寛政7年 1795年 51 信死去。江戸深川黒江町に住み、幕府天文方高橋至時の弟子となって暦学天文を学ぶ。

寛政10年 1798年 53 エイ(栄)を内縁の妻とする。

享和元年 1801年 56 天明年間の窮民救済の功績により、幕府勘定奉行から苗字帯刀を許可される。



小関三治郎の誕生
• 延享2年1月11日（1745年2月11日） 、上総国山辺郡小関村
で生まれる。幼名を三治郎という。

• 今年2021年は伊能忠敬生誕２７６年になる。
• 世は徳川九代将軍 家重(いえしげ)の時代
• 70年前の延宝3(1675)年に英国グリニッチ天文台が設置。
• 延享元年(1744)に神田天文台が設置。
• 母は、旧家小関家、いわゆるイワシ漁の網元の総領娘(み

ね)であり、父の利左衛門貞恒は武射(むさ)郡小堤(おんずみ)
村神保家の酒造家の次男で小関家に入婿として入夫してい
た人。

• 同年に鬼平・長谷川平蔵(1745年-1795年)が誕生。
• 6歳の時に母が亡くなると、家督は母の弟が継ぎ、婿養子
だった父は、兄と姉を連れて実家の小堤村の神保家の実家
に追い返された。末っ子の三治郎は祖父母の下に残った。

• 小堤村神保家小関家に残された三治郎は、浜辺の納屋の番
人など、下男同様の扱いを受け、苦労したという。

小
関
の
生
家
の
碑
と
銅
像



神保三治郎から伊能忠敬へ（1）

• 10歳のとき、神保家の父に引き取られたが、父が居候の身であり、肩身の狭い思いをし
た。

• 分家し、しばらくして塾を開いたた父より、読み書きを教えられ、12歳のとき、寺で和
算を、16歳で医師のもとで医術を学んだという。

• 三治郎が生まれる前の寛保2年（1742年）、下総国香取郡佐原村（現・香取市佐原）に
ある酒造家の伊能三郎右衛門家（以下、伊能家と）では、当主の長由（ながよし）が、
妻・タミと1歳の娘・ミチを残して亡くなった。長由の死後、伊能家は長由の兄が面倒
を見ていたが、その兄も翌年亡くなった。そのため伊能家は親戚の手で家業を営むこと
になった。

• ミチが14歳になったとき、伊能家の跡取りとなるような婿をもらったが、その婿も数年
後に亡くなった。そのためミチは、再び跡取りを見つけなければならなくなった。

• 平山藤右衛門(タミの兄)は土地改良工事の現場監督としていい仕事ぶりを発揮した三治
郎を伊能家の跡取りにと薦め、親族もこれを了解した。

• 17歳のとき、平山藤右衛門の養子になった形で、あらためて佐原村の伊能家へ婿入りす
ることになる。その際、大学頭(だいがくのかみ)の林鳳谷から、忠敬という名をもらっ
た。

• 婿入り先の相手は21歳で前夫との間に一人の子供がいる伊能達(みち)だった。



•宝暦12年（1762年）12月8日に忠敬とミチは婚礼を行い、忠敬は正式
に伊能家を継いだ。このとき忠敬は満17歳、ミチは21歳で、前の夫と
の間に残した3歳の男子が1人いた。忠敬ははじめ通称を源六と名乗っ
たが、のちに三郎右衛門と改め、伊能三郎右衛門忠敬とした。

•天明3年(1783年)11月、38歳のとき、忠敬は大利根治水の功績によっ
て、領主の津田氏より苗字、帯刀を許される。

•寛政2年(1790年)、忠敬は篠(忠敬の娘)の死後、星学への志を実践する
ため、45歳で隠居を決意し、地頭所に隠居願を出してもすぐには許可
されなかった。

•寛政7年(1795年)、50歳のとき、地頭所に隠居願を出し、今度は、許
可された。

•忠敬は、高橋至時の弟子になるため、江戸深川黒江町に居を構える。

神保三治郎から伊能忠敬へ（2）



江戸時代、商家では婿養子が多かった
江戸時代は養子が多かった。
• 磯田道史『武士の家計簿』に、「江戸時代は、武家にかぎらず養子のさかんな社会であっ
た。しかも、婿養子が多い。婿養子はすこぶる日本的な制度である。中国や朝鮮には婿養
子は少ない。「祖霊は男系子孫の供物しかうけつけない」とする厳密な儒教社会からみれ
ば、日本の婿養子制度はおよそ考えられない「乱倫」の風習である」とある。

• 加賀藩士の場合、実子が家を継ぐ割合は５７．６％、弟・甥などが家を継ぐ場合が７％、
養子・婿養子が継ぐ場合が３５％。

『新書・江戸時代２ 身分差別社会の真実』に大石慎三郎氏が次のように書いている。
• 「商家では息子を後継ぎにすることはあまりなく、娘に後を継がせるのが一般的であった。
この娘に、家の番頭や手代の中から最も有能な者をめあわせ、経営を委ねるのである。も
し、婿養子に迎えたこの番頭・手代の働きが悪い場合は離縁させることもあるので、家の
財産権は娘につけて婿養子には渡さないのが普通だった。

• 商家の息子はたいてい別な職につかせたり、一定の財産を与えて好きな生活をさせること
が多かった」

http://www.rui.jp/ruinet.html?i=200&c=400&m=271641 江戸時代の結婚、離婚、養子について より

http://www.rui.jp/ruinet.html?i=200&c=400&m=271641


佐原の祭礼で紛争
• 明和6年（1769）、当時24歳の忠敬の力量が試される祭りにかかわる騒動が起きる。

• 佐原の中心部は小野川を境に大きく本宿と新宿に分かれ、祭りはそれぞれ年に1回ずつ開かれる。

• 伊能家と永沢家のある本宿の祭礼は各町が所有する趣向を凝らした山車が引き回される。

• ところが明和3年（1766）以来、佐原村は不作続きで、農民も商人も困窮していた。

• 佐原村本宿の村役人3人は話し合い、今年は倹約を心がけ、豪華な山車の飾りものは慎むことに決めた。

• しかし、各町内は飾りものの準備を始め、山車を双方の町が一番に出すと言い出し、収拾のつかない状態で祭
りの当日を迎えることになった。

• このまま祭りが始まると大騒動に発展すると判断した村役人たちは、「今年は山車を出さない」と決定した。

• 佐原村本宿は、本宿組と浜宿組に分かれていた。名主後見の忠敬は本宿組を、永沢は浜宿組の各町を説得。

• ところが祭礼2日目、永沢家の浜宿組において禁が破られ、山車が引き回されるという事態が発生した。

• 本宿組の町民はさっそく忠敬を問い詰め、浜宿組が出したのだからこちらも山車を出すと強硬に主張した。

• 忠敬は、大きな争いになると感じたため、伊能家は永沢家に抗議し、「義絶」すると宣言した。

• 義絶という、伊能家の強硬姿勢に驚き、各町は山車を出すことをようやく取り止めた。

• 佐原の富と名声を持っていた「両家」の義絶は得策ではないと、仲介によって、同年に両家は和解する

伊能忠敬 – Wikipedia より

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BC%8A%E8%83%BD%E5%BF%A0%E6%95%AC#%E7%A5%AD%E7%A4%BC%E9%A8%92%E5%8B%95


河岸一件
• 記録を残すことの重要性を認識する河岸一件が起る。
• 幕府の収入を増やすため、田沼意次は利根川流域などに公認の河岸問屋を設け、運上金を徴収する政策を実行。
• 明和8年（1771年）11月、佐原村も、河岸運上を吟味するため、名主・組頭・百姓代は出頭を通告された。
• 河岸問屋が公認されると運上金を支払わなければならなくなる。
• そこで名主4人が江戸の勘定奉公所へ行き、「佐原は利根川から十四、五町も離れていて、河岸問屋もないか
ら、運上は免除願いたい」と申し出た。

• しかし、奉公所に全く聞き入れられず、それなら佐原には河岸運送を認めないと言われることとなった。
• 佐原村では再び話し合い、永沢治郎右衛門、伊能茂左衛門、伊能権之丞、忠敬の4人が河岸問屋を引き受ける
ことになったが、数日後、2人の辞退があり、結局、引き受けるのは伊能茂左衛門と忠敬の2人だけになった。

• 翌年、勘定奉公所に提出した願書が怒りを買うことになる。
• 去年の願書では、「利根川から十四、五町離れている」を今年は「二、三町」とし、以前は「河岸問屋がな
い」としていたところ、今度は「2人は前から問屋を営んでいた」などと書かれていたためである。

• 矛盾を追及された佐原側は、昨年申し上げたことは間違いと言い訳をしたが、最終的に奉公所から「前から問
屋をしていた証拠を出すように」と命じられた。

• これを受け、忠敬は数日の猶予を願い出て佐原へ帰り、先祖が書き残した古い記録を奉公所に提出した。
• この記録によって、佐原は昔から河岸運送をしていたことが証明され、忠敬と茂左衛門は公認を受けることが
できた。運上金の額は話し合いのうえ、2人で一貫五百文と決まった。

• この事件で重要な役割を果たすことになった伊能家の古い記録の多くは、忠敬の三代前の主人である伊能景利
がまとめあげたものだった。

• 景利は佐原村や伊能家に関わることを丹念に記録に残しており、その量は本にして100冊以上になっていた。
• 忠敬はこの事件で記録を残すことの重要性を身にしみて認識し、自らもこの事件について『佐原邑河岸一件』
としてまとめた。

伊能忠敬 – Wikipedia より

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BC%8A%E8%83%BD%E5%BF%A0%E6%95%AC#%E7%A5%AD%E7%A4%BC%E9%A8%92%E5%8B%95


苗字帯刀

•天明三年、大利根治水の功績により、領主の津田之守から、苗
字帯刀を許された。

•佐原の名主であった伊能忠敬は領内においては代々「伊能」姓
を許されていたが、領外でこれを名乗ることが出来ず、56歳の
時に天明年間の窮民救済と蝦夷地測量の功績によって江戸幕府
勘定奉行から改めて苗字帯刀の許可を得て、佐原以外でも「伊
能」姓を名乗ることが許されている。また苗字と帯刀の特権は
一体ではなく、苗字は認められても帯刀は認められないことや、
苗字は子孫への伝承を許すが、帯刀は授与された当人一代に
限った例もあり、功績による種々の基準があった。



伊能忠敬の家訓書
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測量の動機

佐原は利根川の洪水による出水の被害を受けやすい土地柄であった。

領主津田氏から命ぜられた堤防修繕普請事業に参画することにより、地図や測量に対する関

心が生まれた。

寛政6年（1794）に利根川の実測地図を作成している。

高橋至時から暦学、天文学を深く学ぶにつれ、地球の形、大きさを知りたいと強く思うよう

になる。それには、子午線一度の長さを測ることが必要になる。

深川の自宅から北の方角にある暦局（天文方役所）までの距離を測量「北極星の高さを２つ

の地点で観測し、見上げる角度を比較することで緯度の差が分かり、２地点の距離が分かれ

ば地球は球体なので外周が割り出せる」と提案。その結果を報告したが、「短い距離では誤

差が大きく、少なくとも、蝦夷地くらいまでの距離を測らなければならない」と一蹴された。

これが、全国測量へ動かしたそもそもの動機となった。

（伊能忠敬 日本列島を測る 前編より）



測量の動機

だが、当時は幕府の許可が無ければ蝦夷地には行けない…。

そこで至時が考えた名目が“地図制作”だった（つまり暦制作が本来の目的で、地

図制作は移動の自由を得るための口実だった）。

この頃、蝦夷地では根室にロシア特使が上陸して通商を要求し、ロシア人の択捉島

上陸事件も起こっており、国防のために正確な地図が必要だった。

至時・忠敬の師弟はそこを突き、結果的に幕府は蝦夷地のみならず、東日本全体の

測量許可を出す（ただし幕府の財政援助はなく、すべて自費。

伊能家の３万両＝約30億円とも言われる資産が役立った）。



子午線一度の距離
寛政13（1801）年、56歳で本州東海岸の測量を行い、子午線一度を「２
８.２里」とするが、至時は認めなかった。続いて、東北、中部地方へ
の測量をさらに高精度で行い、「２８.２里」を出すが、至時は、これ
も認めなかった。

その当時、司天台に南蛮最新の暦学書の、「ラランデ暦書」なるものが
入荷した。（中略）

享和3（1803）年、忠敬が58歳の時、「ラランデ暦書」で、子午線一度
の値が、「２８.２里」とあるのが判明し、忠敬の値と一致して、師弟
ともども、大いに喜んだという。

瀧道真一著 伊能忠敬 より

忠敬が計測した緯度１度分の距離「２８.２里」の誤差は０．２％で、実際の距離
と数百メートルの違いしかない極めて正確なものでした。

２８．２里＝110.749Kｍ 緯度0度＝110.574Kｍ 89度＝111.693Kｍ



伊能忠敬の身長と歩幅について

伊能忠敬記念館元館長の佐久間達夫氏は同館所蔵の「雑録」中に「1町に158歩」
という記述があるのを発見され、それを忠敬の歩測データと認めて、歩幅69cmとし
ています。

これは間接的な「証拠」ですが、忠敬自身が「自分の1歩は○○」と具体的に書い
たものは発見されていません。なお、井上ひさし氏は『四千万歩の男』のなかで、歩
幅を「2歩で1間」としていますが、いくら何でも一歩90cmは大き過ぎると思います
が？

師匠の高橋至時が同僚の間重富（大坂）と交換した書状集「星学手簡」の中の、高
橋の書状で「200歩を大図一分に表現した」という記述があります。師匠の言葉です
から、事実だと思いますが、これから逆算すると、忠敬の歩幅は66cmくらいになり
ます。佐久間氏の推測値と3cm違いです。多分66～69cmということかと思います。

よくある質問 (Q&A) - InopPedia tokyo - (inopedia.tokyo)

忠敬の体格は、着物の丈が135cmであることから、身長は160cm前後、体重は55kg
程度と推定されています。

https://www.inopedia.tokyo/QA/index.html


伊能忠敬の年表（2）
和暦 西暦 歳 内容

寛政12年 1800年 56 第1次測量 (蝦夷地・奥州街道)。間宮林蔵と出会う。

享和元年 1801年 57 第2次測量 (伊豆～陸奥の海岸線、奥州街道)

享和2年 1802年 58 第3次測量 (陸奥～越後の海岸線、越後街道)

享和3年 1803年 59 第4次測量 (駿河～尾張、越前～越後の海岸線と街道、佐渡島)

文化元年 1804年 60 高橋至時病死(40歳)、東日本の沿岸地図を作成し、幕府に提出。10人扶持を受ける。

文化2年 1805年 61 第5次測量 (紀伊半島～琵琶湖、淀川沿い～山陽・山陰海岸線、島嶼)、岡山で越年。

文化5年 1808年 64 第6次測量 (四国・淡路島、大和・伊勢街道)、伊勢で越年

文化6年 1809年 65 第7次測量 (中山道・山陽道、九州(小倉・大分で越年)～中国地方の街道、甲州街道)

文化8年 1811年 67 第8次測量 (九州～中国地方の街道、姫路で越年、近畿地方)

文化12年 1815年 71 第9次測量 (江戸府内一次、伊豆諸島、熱海で越年。富士山裾野、箱根)忠敬は参加せず。

文化13年 1816年 72 第10次測量 (江戸府内二次)、『大日本沿海輿地全図』作成着手。

文化15年 1818年 74 4月13日死去、喪を秘して地図製作を続行。

文政4年 1821年 没後『大日本沿海輿地全図』完成、三ヶ月後喪を公表。

明治16年 1823年 没後贈正四位



伊能忠敬の家系図
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